
 
  
 

  
 

同期回転テーブルと鏡映像の連動による遠隔相席感の創出 
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概要：ビデオチャットにおいて対話相手の存在感を向上させるために，ユーザ側の映像に遠隔地にいる対話相手の映

像を合成し，鏡に見立てたディスプレイに表示する鏡映像システムがある．このシステムでは，実際には相手は遠隔

地にいるため，物体の受渡しのような物理的なインタラクションを行うことはできないが，それを再現することがで
きれば，相手の存在感をより強化できる可能性があると考えた．本研究では，回転が同期する 2 つのターンテーブル

をユーザ側と遠隔地の対話相手側にそれぞれ設置し，鏡映像上で 1つのターンテーブルとして見えるようにして鏡映

像システムを拡張した．拡張したシステムにおいて，相手によるテーブルの回転をユーザ側のテーブルで再現するこ
とにより，2つのテーブルの同じ位置に置いた物体を受渡ししているような感覚を得ることができる．この感覚に 

よって通常の鏡映像システムよりも対話相手の存在感が向上することが期待できる． 

 

Synchronous Turntables with Overlay Video Produces a Feeling of 

Sitting together with a Remote Person 
 

XING GENG†1 KAZUAKI TANAKA†1 HIDEYUKI NAKANISHI†1   

   

 

Abstract: In order to reproduce a situation in which the user and the remote conversation partner are in the same place on video 

chat, Overlay Video System which both the user’s and the partner’s image are shown on a display that plays the role of mirror is 

proposed. However, it is still improvable in the presence of the remote partner by using the Overlay Video System which can’t do 

physical interaction like objects delivery. In this study, we developed a synchronous turntable system for presenting the remote’s 

physical movement and extended the Overlay Video System. It is expected that the expanded system produce a feeling to the user 

that the table is rotated by the remote partner and enhance the presence of the remote partner. 

 

 

1. はじめに        

 ビデオチャットにおける相手の存在感の向上を目的とし

たたくさんの研究が行われて来ている．画像処理技術を用

いたアプローチでは，Skype, Facetime などのような従来の

ビデオチャット形式に加え，ユーザの位置に合わせて，空

間の位置関係等を考慮して運動視差が発生するように対話

相手の映像をディスプレイに表示される窓越しシステムが

提案されている[6]．そこで，窓越しビデオチャット形式と

異なり，対話者全員が同室にいる様子を鏡越しのようにデ

ィスプレイに写り出す鏡映像システムがある[3]．また，遠

隔地にいる対話相手の映像と擬似的な身体接触を同時にユ

ーザに提示するアプローチがある．通常のビデオ会議端末

とリアルな接触感覚を再現するロボットハンドの一体化す

ることによって，対話相手の存在感が向上される方法があ

る[4]．鏡越し映像を用いて対話相手に抱擁される様子に合

わせて抱擁される触感を振動で提示する手法もある[2]． 

これらの研究は主に画像処理や映像と機構の組み合わ

せによる擬似身体接触に注目している．しかし，我々は常

に身の周りのたくさんの物とインタラクションを行ってお

り，人の動きが物体の動作を通した時の身体性の延長が遠

隔地にいる相手の存在感に対する影響の研究はまだ少ない． 
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対話相手の腕の映像を机に投影し，机の真ん中にあるタ

ーンテーブルが相手によって回転されるようなことをユー

ザに提示するシステムがあるが[1]，相手の存在感に関する

検証はしていない．我々の先行研究として，ディスプレイ

を鏡のように見立て，着席や離席に同期したがたつきを伝

達するベンチを通して遠隔地にいる相手の気配を視覚的や

触感的に提示する方法が提案されている[5]．しかし，体重

や感度の違いに よって完全にがたつきが気付かれないこ

とと，ユーザが隣を見えないように設置した衝立で空間が

区切られており，映像上で他方の空間の物体を手で指し示

すことができなくなる問題が新たに生じている． 

以上の研究を踏まえ，本研究では鏡映像システムに加え，

遠隔地間で同期して回転するテーブルシステムを構築した．

拡張したシステムでは，擬似的に遠隔地間で 1 つのテーブ

ルを使用することやテーブルの上の実物の受渡しをユーザ

に提示することで，物体の共有感の生成や遠隔地にいる相

手の存在感の向上が期待できる．  

2. システムの構成 

本研究で提案するシステムの外観は図 1（a）（b）に示す．

これは，遠隔地にいる相手が隣に座っている様子と，ター

ンテーブルが相手によって回転される動作を鏡越し映像で 

提示するものである． 
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2.1 鏡越し映像 

テーブル，カメラやディスプレイがユーザ側と遠隔地の

対話相手側にそれぞれ設置されている．また，図 1（a）の

ように鏡越しのようにディスプレイをユーザの正面に見立

て，ユーザ自身の映像と遠隔地にいる相手の映像を合成し

てユーザ側のディスプレイに提示しながら，視覚的に 1 つ

のテーブルが相手によって回転され，その上の物体も移動

されるように調整する（図 2）．そして，図 1（b）のよう

に隣に実際に相手はいないことを事前にユーザに確認して

もらうが，座っている時は隣を直接見えないように衝立を

設置する．また，相手の声が左から聞こえるようにスピー

カを設置した．  

2.2 同期して回転するターンテーブル 

 実際に相席してテーブルが回転されるとき，その物理的

な回転を確認することができる．本研究では，この現象を

遠隔地間で再現するターンテーブルを開発した．テーブル

の主な構造は，テーブル脚，サーボモータ，コントローラ，

テーブル補助やテーブル表面から構成されている（図 3）．

また，遠隔地間の 2 つのテーブルはパソコンに接続されて

おり，１つのテーブルが回転されると，サーボモータ内蔵

の角度センサーにより回転データが取得され，パソコンを

通して制御して別のテーブルが同じ角度で回転する． 

3. おわりに 

 本研究では，鏡越し映像を提示するディスプレイを使用 

する際に，テーブルを通した相手の身体動作を伝達するこ

とや回転動作と鏡映像の連動の視覚情報のみの提示により， 

相手の存在感が向上できるかを検証するためにシステムを

開発した．このシステムの使用により，相手の存在感の向

上による相席感の創出とともに，テーブルの回転による擬

似的な物体の共有感の生成も期待出来る．また，テーブル

の回転方法は手で操作する以外に，リモコンによる操作も

可能だと考えられる．テーブルの回転のありなしや回転方

法も含め，これら違いが相手の存在感に対する影響を検証

していく予定である． 
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図 1 システム外観 

スピーカ 衝立 
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図 2 提示するテーブルの回転映像 
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図 3 ターンテーブル構成 
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